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[1] 組織の概要 

 

（1）会社名    株式会社 handa 

 

（2）代表者名   代表取締役社長 飯田 タケオ 

 

（3）所在地    〒410-0318 静岡県沼津市平沼 823-１ 

           

（4）設立日    ２００９年４月１日 

 

（5）資本金    １０００万円 

 

（6）事業内容   橋梁工事の施工およびメンテナンス 

  

（７）許可等    建設業（土木、とび・土工） 

          静岡県知事許可(般･29) 第 037160 号 

   有効期限   令和４年 7月 13 日～令和９年 7月 12 日 

                   

（８）事業規模 

 単位 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

売上高 百万円 66 57 72 70 

施工件数 件 14 13 20 10 

従業員数 人 ９ ８ 10 10 

 

（９）環境保全関係の責任者及び担当者連絡先 

 

環境経営最高管理責任者  飯田 タケオ 

環境経営責任者 飯田 タケオ 

 

連絡先  

ＴＥＬ  : 055-968-2577 

ＦＡＸ  : 055-950-6240 

E-Mail  :handa@kxd.biglobe.ne.jp 
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 [2]対象範囲、対象期間、推進組織、役割分担 

 

（1）対象範囲 

①適用する事業所  ・本社および現場 

②適用構成員  ・当社役員、従業員(派遣社員、パ-ト含む) 

 

（2）レポ-ト対象期間 

  ２０２２年３月１日～２０２３年２月２８日 

 

 

（3）推進組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）役割分担 

最高責任者 

（社長） 

環境マネジメントを計画的に実施するための内容を確認、決定する。 

① 環境管理責任者をはじめ必要な責任者を任命する。 

② システムの構築・運用・維持に必要な経営諸資源を準備する。 

③ 基本理念・基本方針を制定し基本的な環境目標を設定する。 

④ システムの構築・運用に関する情報を収集し、システム全体の見直しを行

い、 

必要あれば改定を指示する。 

➄ 経営における課題とチャンスを評価し、必要なものは対策する。 

環境管理責任者 

（飯田 亜矢斗） 

環境マネジメントシステムの推進・維持をする。 

① 経営資源の合理的・効果的な運用を図り、環境経営に関する委員会組織（推

進 

委員会）を運営する。 

② 最高責任者による見直しのための情報として、システムの構築・運用に関す

る 

情報を最高責任者に提供する。 

事務局 ・環境管理責任者を全面的に補佐する。 

 

環境経営最高責任者 

代表取締役 飯田 タケオ 

 

本社事務所・現場 

 

 

環境管理責任者・事務局 

飯田 タケオ 
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[3]環境経営方針 

 

株式会社ｈａｎｄａ 環境経営方針 

 

基本理念 

株式会社 ｈ ａ ｎ ｄ ａ は 、 「誠意と親身」 を大切にし 、迅速かつ丁寧な施工を行ってお り ます 。 

昨今、ますます強くなる「環境保護」のニーズに対して、当社ではエコアクション２１の活動を通じて、「業務の効

率化および高品質化」に取組み、環境影響の低減化を目標とすることで、お応えしてまいります。 

我々を育てて頂いた地域社会に感謝し、豊かな自然を次世代へ継承していくことで、企業市民としての社会的

責任を果たしてまいります。 

行動指針 

当社は、すべての事業活動が環境に何らかの影響を与えていることを認識した上で、以下の環境保全活動

を推進します。 

 

1．事業活動の全領域で、安全を図り、省エネルギ-･省資源･リサイクルなどに配慮した活動やサ-ビスを 

提供します。 

2．環境経営システムと環境保全実績の継続的な改善を実行し、環境汚染を未然に防止します。 

3．環境関連法令や当社が参加した協定等を遵守することはもとより、可能であれば、自主管理基準を 

設けて環境管理レベルの向上を図ります。 

4．次の事項を重要なテ-マとして、環境目標を設定し、見直しながら効果的な改善活動に努めます。 

（1）ＣＯ2の削減を目指し、燃料油や電気の使用量を低減します。特に燃料については、エコドライブや 

乗り合いなどの施策を徹底し、低減化を推進します。 

（2）廃棄物は分別によるリサイクル活動を推進します。 

（3）総排水量、化学物質使用量は使用量が少ないため、異常値を監視し、維持管理を実施します。 

（4）施工品質の管理が、顧客満足度や信頼の向上につながることを認識し、継続的な改善活動に 

取り組みます。 

   （5）施工現場における安全管理を徹底し、労働災害事故絶無を維持します。 

 

5．環境保全関連の行政機関･団体などの環境保全施策に協力し、社会貢献活動を推進します。 

 

6．環境教育･訓練、社内広報活動の実施により、全ての構成員に環境方針を周知徹底すると共に、 

環境保全に関する意識を高め、社内における環境保全状況の知識･認識の向上を図ります。 

 

7．この環境方針は、社外の人にも公開します。 

 

２０２０年９月１日制定 

株式会社 ｈａｎｄａ 

代表取締役 飯田 タケオ 
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[4] 中長期環境経営目標 

中長期の目標は以下の通り。 

 
№ テ-マ 

中長期目標 

(2022 年度～2025 年度) 

原
則
と
す
る
目
標 

1 

ＣＯ2 

排出量 

削減 

2022 年度は、ＣＯ2 排出量を 2021 年度比 1％削減する。 

2023 年度は、ＣＯ2 排出量を 2021 年度比 2％削減する。 

2024 年度は、ＣＯ2 排出量を 2021 年度比 3％削減する。 

2025 年度は、ＣＯ2 排出量を 2021 年度比 4％削減する。 

1

A 

電力 

使用量 

削減 

2022 年度は、電気使用量を 2021 年度比 1％削減する。 

2023 年度は、電気使用量を 2021 年度比 2％削減する。 

2024 年度は、電気使用量を 2021 年度比 3％削減する。 

2025 年度は、電気使用量を 2021 年度比４％削減する。 

1

B 

燃料油 

使用量 

削減 

2022 年度は、燃料油の使用量を 2021 年度比 1％削減する。 

2023 年度は、燃料油の使用量を 2021 年度比 2％削減する。 

2024 年度は、燃料油の使用量を 2021 年度比 3％削減する。 

2025 年度は、燃料油の使用量を 2021 年度比４％削減する。 

2 

廃棄物   

排出量 

削減 

産業廃棄物については自社での排出は無い為目標管理としない。 

一般廃棄物については最低限の排出に留めている為、分別活動の推進

とし目標管理としない。 

3 
総排水量 

削減 
水道使用量は少量であるため、異常値の監視を行う。 

4 

化学物質 

使用量 

削減 

当社では PRTR 法に該当する化学物質は使用していない。 

今後新たに薬品を導入する場合は SDS を取寄せ適切に管理する。 

経
営
上
の
目
標 

5 
環境関連苦情の 

絶無維持 
対象期間中の環境関連苦情の発生件数 0 件を維持する。 

6 
労働災害事故 

絶無維持 
対象期間中の労働災害事故発生件数 0 件を維持する。 
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[５]環境経営目標の達成状況および評価 

項目 
基準値 

（2021 年度） 
目標値 

（―1％） 

実績 

（2022 年度） 
評価 

二酸化炭素排出量 
総量 

（kg-CO2/年） 
45,490 45,035 41,410 〇 

電気使用量 
量 

（Kwh/年） 
17375 17,201   16,584 〇 

ガソリン使用量 
量 

（L/年） 
2,910 2,881 3771 × 

軽油使用量 
量 

（L/年） 
11,640 11,524 9354 〇 

ガス使用量 
量 

（㎥/年） 
395 異常値監視 349 〇 

水道使用量 
量 

（㎥/年） 
710 異常値監視 681 〇 

廃棄物削減 
量 

（㎏/年） 
300 297 180 〇 

環境関連苦情 
件数 

（件/年） 
０ ０ ０ 〇 

苦情・労災事故 
件数 

（件/年） 
０ ０ ０ 〇 

※購入電力の排出係数は 0.451 を使用した。 

※化学物質は現在使用がないため評価を実施しない。使用があった場合は法律に従い適正に管理する。 

 

電気使用量 

 エコアクションの活動と CO2 削減活動を徹底するよう指導し定着させることができた結果、目標は達成

できた。引き続き活動の継続を徹底していく。 

ガソリン使用量 

 ガソリン車からハイブリッド車へ車両の入れ替え行ったが、現場が鹿児島と遠方だった為ガソリン使用量

は増加し未達となった。今後も年 1 台ずつ車両の入れ替えを行う計画である。 

軽油使用量 

環境経営計画の取り組みの結果削減することができた。今後も社員へ周知徹底を行い削減に取り組む。 

ガス使用量 

異常はなく適正に使用されている。 

水道使用量 

 以上はなく適正に使用されている。 

廃棄物 

分別の徹底と不要なゴミを発生させないなどの活動を継続的に実施している。また、ビン・カン・ペット

ボトルについては、個人での使用分は自身で持ち帰りや水筒の使用などに切り替えごみの排出を減らすよ

うにした為、削減となった。今後も継続して活動の実施をしていく。 

環境苦情 

 環境関連の苦情は前年に引き続き 0 件となっている。近隣住民への挨拶などを徹底し、引き続き維持す

る。現場周辺に滞在する場合は地域のごみ拾いなどを定期的に行うなど近隣への配慮を継続して行っている。 

労災事故 

労災事故は前年より 0 件を維持できている。 

安全意識の醸成を日常から徹底し、次年度以降も 0 件を維持する。 

次年度以降も同様の活動を展開し、目標の達成に取り組んでいく。 



 8 

[６]環境経営計画の取組み状況と評価 

環境活動計画 
推進 

担当 

対

象 

2022

年度 

3 

月 

4 

月 

5 

月 

6 

月 

7 

月 

8 

月 

9 

月 

10 

月 

11 

月 

12 

月 

1 

月 

2 

月 

次年度

の取組 

①電気使用量の削減 

・使用していない機器の 

電源オフ 
飯田 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・不要な照明の消灯 飯田 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・残業時間の短縮 飯田 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

②ガソリン・軽油使用量の削減 

・現場移動時の乗り合い推進 飯田 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・エコドライブの徹底および点検 飯田 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・計画的・効率的な走行ル-トの設定 飯田 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

③廃棄物排出量の削減 

・産業廃棄物の排出はないため、 

一般廃棄物の分別方法の遵守 
飯田 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・容器ゴミの持ち帰り推進 

 
飯田 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・ビン・カン・ペットボトルの持ち帰り、

マイボトルの等の使用 
飯田 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

➃苦情・労災事故の発生絶無維持 

・他社クレームの情報収集および内容分析 飯田 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・業界情報の指示、通達の順守徹底 飯田 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

・経営品質向上、労働安全会議の実施 飯田 

全

社

員 

計画 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

継続 

実績 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

計画欄：● ⇒実施する 

実績欄：◎ ⇒出来ている ×⇒要改善 

※当社のＣＯ2 排出量は燃料油と電気使用量が主となる。両項目の削減計画を実施することを、ＣＯ2 排出量削減の活動とする。 

※水道、ガス、化学物質は少量の使用、若しくは使用が無いため活動計画からは除外する。 
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［7］環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

(1)環境関連法規制の遵守・訴訟等の有無 

環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、違反は発生していない。 

また、利害関係者からの指摘、苦情は発生していない。 

 

 (2)当社に関連する主な法規制等 

【主な環境法規制等一覧表】 

確認日：2023年 4月 1 日 

確認者：環境管理責任者   

名称 当社の現状 要求事項 遵守状況 

騒音規制法 

 

各県の生活環境の 

保全等に関する条例 

元請け事業者の要求に従う 

当社の業務全般 

（該当設備機器なし） 

①使用時間帯の考慮 

②利害関係者との同意事項の遵守 
〇 

振動規制法 

 

各県の生活環境の保全等

に関する条例 

元請け事業者の要求に従う 

当社の業務全般 

（該当設備機器なし） 

①使用時間帯の考慮 

②利害関係者との同意事項の遵守 
〇 

廃棄物の処理及び清掃に

関する法律 

 
水銀廃棄物が発生した場合 

（蛍光灯・ボタン電池な

ど） 

①水銀廃棄物処理業者との契約締結 

②マニフェスト伝票の発行・保管 

③処理業者の現地確認 

発生時に対応 

家電リサイクル法 

自動車リサイクル法 

 

 

使用済み事務機器の適正処

理 

使用済み自動車の適正処理 

①リサイクル料金の支払い等 〇 

労働安全衛生法 

 

 

 
当社の業務全般 

①労働者の危険又は健康被害の防止措置 

②設備機器使用時の教育訓練の実施 

③業務遂行における教育訓練の実施 

④労災事故防止のための教育訓練の実施 

➄溶接ヒュームの対応 

⑥フルハーネスの着用 

〇 

浄化槽 

当社で使用する浄化槽 
11 条検査の実施 

定期清掃の実施 
〇 

建設業法 

業許可に基づく業務 
①建設業許可の更新（5 年毎） 

② 業許可に定められた事項の遵守 
〇 

働き方改革関連法 

 

従業員の労働時間 

 

① 時間外労働月 45 時間以内、年 360

時間以内※災害復旧時は例外 

② 週休二日の工期設定 

 

〇 
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［８］代表者による全体評価と見直し・指示 

確認日：2023年 5 月 1 日 

確認者：代表取締役 飯田 タケオ 

 

(１) ヒアリングチェック・内部監査の結果・法令順守 

エコアクション 21 の構築・運用状況は、おおむね良好である。 

当社では内部監査は実施していない。 

(２) 苦情を含む利害関係者からの重要な情報 

苦情を含む利害関係者からの重要な情報はない。 

(３) 組織の環境パフォーマンス 

組織のパフォ－マンスは本年度より基準値を 2021 年度とし比較した。業績・業務内容共に微増の中

削減には成功しており、環境への取組み状況は、良好と判断。 

(４) 環境目標の達成 

 環境目標はガソリンのみ未達となったが環境への取り組み状況は良好。 

引き続き同様の活動を継続し、使用量の抑制を図っていきたい。 

(５) 不適合の発生および是正処置の状況 

不適合の発生はないため是正処置もおこなっていない。 

(６) 前回までの見直しの結果に対するフォローアップ 

現場での安全教育や緊急事態訓練の様子や自社で取り組んでいる活動記録を追記した。 

(７) 環境関連法規等を含む周囲の状況の変化 

法規制に対しては全て対応済みであり、順守状況も問題ない。法律の変更に関しては随時変更の確認

をするとともに対策を検討し対応する。 

(８) 改善のための提案・その他 

改善の機会はなし。今後もエコアクション 21 を通じ全社員で環境目標に取り組むこととする。 

 

 

【見直し事項の有無】 

項目 有無 コメント 

１．エコアクション 21 文書類 無 見直しの必要なし。 

２．環境経営目標・計画 無 次年度も継続して車両の入れ替えを行い削減を実施す

る。 

３．環境経営活動計画 無 次年度以降も試行錯誤を図り効果的な施策を実施す

る。 

４．組織体制 無 見直しの必要なし。次年度も社内全体で活動取組を推

進していく。 

５．環境経営システム 無 各項目ともに良好に機能している。 

６．その他 無 特になし。 

 

 

【トップマネジメントによる確認・指示】 

日常業務における安全教育を疎かにしないこと、作業品質の向上を意識し、丁寧な仕事を実践し継続するよ

う指示した。 

環境責任者を選任することで、トップだけでなく社員全員に周知取り組みさせる組織体制ができた。今後は

環境経営について思慮し問題点があれば改善計画や新たな目標の設定など更なる活動の推進をしていく事と

する。 
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［９］環境上の緊急事態への訓練および対応  

  当社の緊急事態は異常気象による火災と労働災害事故と特定している。 

火災については手順を定め、これを毎年９月に訓練テストを実施し、対応している。 

また、労働災害事故対策は新規入場者教育の際など、適宜テストを実施している。 

 
想定のパターン 想定される緊急事態 原因 対応策 

パターン１ 事務所からの出火 自然発火又は不注意に

よる出火 

・置場の整理整頓 

・事務所での禁煙 

・消火器の設置 

・連絡体制の明確化 

・定期訓練の実施 

パターン２ 酸欠・硫化水素中毒事

故 

危険個所での現場作業 ・酸素濃度の測定 

・硫化水素濃度の測定 

・換気の実施 

・定期訓練の実施 

・非常用設備の用意 

・保護具の着用 

・監視人の設置 

 

 

 

                     

緊急事態対応手順（パターン１：事務所からの出火） 

対応手順（緩和手

順を含む） 

① 発見者は，大声で近くの社員に知らせ，設置の消火器で「初期消火」を行う。 

② ストーブは原則禁止だが、何らかの火気を使用している場合は，それを遠ざけ

る。 

③ 周辺で動力を使用している場合は，その電源を遮断する。 

④ 管理責任者／社長へ連絡し，その指示を受ける。 

⑤ 消火作業困難な場合は、まず避難を優先する。 

⑥ 初期消火できず，壁や天井に延焼した場合，消火を中止し，消防署へ連絡し避

難する。 

⑦ 社員は，状況を的確に判断し，消防隊が来場した場合，その指示を受ける。 

⑧ 緊急連絡網の更新をする。 

予防手順 ① 建屋内では、訪問者を含め、禁煙と定める。 

② 喫煙の場合は、建屋外の決められた場所で吸い，吸殻は容器に入れて消火す

る。 

③ 終業時，最終退社者は，火気，消灯，その他の電源遮断をし、施錠してから退

社する。 

④ 建屋内へ消火器を設置し，管理（業者による定期点検実施）する。 

⑤ 地震発生の場合の防災組織を定め、避難経路を、日頃より従業員に周知してお

く。 

 

項目 訓練結果 

想定内容 事務所からの出火 

訓練内容 出火したことを想定して、上記の対応策を確認し、その内容の適否を確認し

た。同時に設置してある消火器の消火訓練を行った。 

訓練日時 令和 4 年９月２日 AM８：３０～９：００ 

実施場所 事務所前 

参加者 従業員９名 

訓練説明者 社長 

対応策の検証結果 対応策の手順に従って確認したが、特に問題はなかった。 

手順の改訂の必要性 改めて手順の策定や改訂の必要性はないと判断した。 

緊急事態訓練記録 
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緊急事態対応手順（パターン２：酸欠・硫化水素中毒事故） 

対応手順（緩和手

順を含む） 

① 発見者は、大声で近くの社員に事故発生を知らせ事故が拡大しないよう避

難させる。また、消防・責任者へ連絡し指示を受ける。 

② 事故現場の十分な換気をする 

③ 救助者は空気呼吸器、送気マスクを着用する。可燃性ガス発生による事故

防止の為、防爆構造の懐中電灯やヘッドライトを装備する。 

④ 風通しの良い場所へ搬送する。 

⑤ 回復体位をとり衣服を緩め、呼吸を確保する。 

⑥ 意識・反応・呼吸がない場合は心肺蘇生法を実施する。 

⑦ 社員は，状況を的確に判断し，消防隊が来場した場合，その指示を受け

る。 

⑧ 緊急連絡網の更新をする。 

予防手順 ① 危険個所で作業を行う場合は、事前に酸素濃度、硫化水素濃度を測定

する。（酸素濃度 18％以上であること、硫化数磯濃度が 10ppm 未

満であること） 

② 危険場所の外側から送風機で外気を内部に吹き込むことによる換気を

行う。 

③ 再度濃度測定を実施し安全確認をする。継続して換気を続ける。 

④ 酸欠や有害物質の発生の恐れがある場合は保護具（空気呼吸器・呼吸

要保護具やゴーグル）の使用。 

⑤ 監視人を配置すること。 

⑥ 非常用設備の設置及び訓練を行う。 

 

 

項目 訓練結果 

想定内容 酸欠・硫化水素中毒事故 

訓練内容 作業現場が地下であり、酸欠・硫化水素の発生の可能性がある場合の予防手順

の確認と事故があった場合の対応訓練を行った。 

訓練日時 令和 4 年 10 月 7 日 AM８：３０～９：００ 

実施場所 工事現場 

参加者 現場作業員８名 

訓練説明者 社長 

対応策の検証結果 対応策の手順に従って確認したが、特に問題はなかった。 

手順の改訂の必要性 改めて手順の策定や改訂の必要性はないと判断した。 

 

訓練の様子 
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[１０] 環境上のコミュニケーション 

※2022 年度（2022 年３月～2023 年 2 月）は環境上のクレーム等はなかった。 

NO 対応日 対応者 対応方法 対応目的 相手先 内容 回答の有

無 

対応結果 

１         

２         

３         

４         

５         

６         

 


